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一一石川清文氏 
D r.Kiyofumi ISHIKA W A 
千葉大学教授(衛生学)ー一一一一
大正 12年 1月 l日 愛媛県に生まる
昭和 23年 9月 千葉医科大学卒
昭和 25年 12月 国立公衆衛生院労働衛生学部に勤務
昭和 33年 8月 医学博士(東京大学)
昭和 42年 4月 昭和大学医学部公衆衛生学教授
昭和 46年 12月 本学部医学部教授
石川清文教授を語るには，彼の偉大なご尊父故石川知福先生にふれないわけに
はいかない。
石川知福先生は，大正 10年，倉敷労働科学研究所の設立に 29才の若さで参加
され，さらに国立公衆衛生院労働衛生学部長，東京大学公衆衛生学教室の初代教
授と，文字どおり，わが国の労働衛生学のパイオニアとしての道を歩まれた方で
ある。現在，この方面で活躍されている大部分の人々は，先生に直接あるいは間
接に指導をうけられた方々であるといっても過言ではない。先生は昭和 24年に
病没されたが，丁度インターンを終えた、清文教授が，ご尊父の拓かれた道に進ま
れる気持になられたのは，斯界のためには不幸中の幸いであったといえよう。
石川清文教授は国立公衆衛生院労働衛生学部に入られたのちは，労働生理学と
くに高温環境下の生体反応，一酸化炭素中毒などの研究に没頭され，いわゆる不
活性ヘモグロビンに関する一連の研究で，昭和 33年に医学博士の学位を得てお
られる。さらに， 502濃度を目安にした東京都の空気汚染， パスの車内換気に
関する実験的調査，クロム酸塩製造作業者についての調査，502 および N02短
期暴露の肺換気力学に対する影響の比較，自動車排ガスに関する研究など，労働
生理および環境衛生面の業績を数多くあげておられ， 昭和 41年には国際産業衛
生会議および国際空気清浄会議に出席のかたわら，欧州各国の公衆衛生，労働衛
生研究施設の視察をしてこられた。
このような業績以外に，いわゆるフィーJレドにおける専門的指導もいくつか手
がけておられるが，昭和 38年 11月の三井三池鉱業所の炭坑爆発事故の際に，厚
生省委員として現地に赴き，原因追究，被災者治療および救護にあたられた教授
の専門的指導の適切さは，今もって関係者の聞で語り伝えられているほどであ
る。また昭和 40年には，大原交叉点における自動車排ガスの問題を，一酸化炭
素中毒に焦点、をしぼり，世の注意を喚起されたことも記憶に新しいことである。
従来，産業衛生上の問題でしかなかったこのことを，地域社会の一般住民への影
響という点でとらえ，問題を提起されたわけだが，このようなことはわが国では
もちろん，世界でも最初のことである。
いまや世界的な規模に発展しつつある京葉工業地帯の中心地に位置する本学
の，衛生学教室主任として石川教授を迎えたことは，本学はもちろん，地域社会
にとっても大きな喜びである。家庭園芸を愛し，謹厳，寡黙，おかしがたい風貌
のなかに，人情味あふれる暖かさを秘めた教授の，今後のご発展とご活躍を心か
ら期待するものであるo (吉田 亮)
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